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抄録 

著者は，2011 年度から 2020 年度に渡って，全国の特別支援学校を中心とする学校の教員によ

り取り組まれた「音声を用いて手作り教材を制作し，教育実践を行う」研究活動の成果と課題を，

本誌「人間生活文化研究」に掲載した．本研究では，これらの論文に報告された 270 の実践事例

を，実施年度，実施された学校名，実施担当教員，実施された学校種，対象の児童生徒の学部や学

年，対象の児童生徒の障害種や困り感，対象の児童生徒の日頃の様子，対象の児童生徒の発語の有

無，教員が手作りした教材，手作り教材を用いた活動場面，教育実践の内容と様子，得られた成果

と課題の 12 項目に分類して整理を行い，テキストマイニングの手法を用いて，各項目のテキスト

のワードクラウド，単語出現頻度，共起キーワード，係り受け解析を行なった．また，これらの解

析結果を基に，どのような障害種や困り感を持つ児童生徒のために，どのような教材が制作され，

どのような場面で，どのような取り組みが行われ，どのような成果や課題が得られたのかを明らか

にする．多くの実践において，発語のない児童生徒が，音声ペンを用いて朝の会や帰りの会の司会

進行や授業の号令がけなど，これまで自分一人では不可能だった活動を実現することで，達成感，

自立感を味わい，クラスの仲間に認められていく過程が報告された．作成する教材や指導の工夫を

行うことで発語が促される事例も生み出され，音声ペンなどの支援機器の可能性を広げる貴重な実

践となっていた． 
 

１． はじめに 

著者が，筑波大学附属学校教育局に勤務してい

たときに始めた「音声を用いた手作り教材の制作

と教育実践」の取り組みは 17 年目を迎えている． 

当初は，オリンパスのスキャントークとスキャ

ントークリーダー[1]を用いた取り組みであったが，

長いドットコードをスキャントークリーダーで読

み取ることが難しい児童生徒が生じたこともあり，

ドットコードに触れるだけで音声が再生される，

より使いやすいグリッドマークの GridOnput と

音声ペン（G-Talk や G-Speak）[2]を用いた活動へ

と移行した． 

科学研究費補助金や大妻女子大学の戦略的個人

研究費を用いて，GridOnput ドットコードを被せ

たシールを作成し，シールに触れるだけで音声が

再生される音声ペンとともに，研究プロジェクト

に参加する教員に無償で貸与を行い，手作り教材

の制作と教育実践をサポートしてきた． 

手持ちの文書や絵本，写真などにシールを貼り，

音声ペンの内蔵マイクロフォンを使って音声を録

音しシールにタッチすることで，音声がリンクさ

れた教材を作成することができる．専用のソフト
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ウエアを用いることで，ノイズを除き音量を調整

した音声をリンクしたり，一つのシールに複数の

音声をリンクすることも可能となっている．これ

らのソフトウエアは，当初はアセンブリ言語から

なる複雑なものであったが，最近では操作の簡単

なものがグリッドマークによって作られ，学校の

教員には無償で貸与されている．また，これらの

ソフトウエアは，当初は Windows OS 版のみであ

ったが，著者によって UNIX 用のソフトウエアが

開発され，macOS ユーザーにも無償で提供されて

いる． 

本研究プロジェクトは，日本特殊教育学会の大

会の自主シンポジウムでの発表，筑波大学附属大

塚特別支援学校や都立府中けやきの森学園の公開

研究大会における講演や展示などを機に，全国の

特別支援学校の教員へと広がり，今や 200 名を越

す教員が参加するものとなっている． 

全国の教員によって取り組まれた「手作り教材

の制作と教育実践」の成果と課題は，本誌「人間

生活文化研究」に，毎年論文として報告され[3-12]，

全国の教員や研究者と共有されてきた．また，

Society for Information Technology and Teacher 

Education (SITE) や International Society for 

Technology in Education (ISTE) などの国際会議で

発表するとともに，IGI-Global から発刊された本

の Chapter paper として [13]，また，著者が Editor 

を務めた２冊の本[14, 15]を介して，世界の研究者と

共有してきた． 

本研究では，2012 年から 2021 年に渡って本誌

「人間生活文化研究」に報告した論文[3-12]を分類・

整理し，人工知能をベースにしたテキストマニン

グの手法を用いて解析することで，音声を活用し

た教育実践活動が，どのような障害や困り感を有

する児童生徒に，どのような手作り教材を用いて，

どのような場面で，どのように取り組まれ，どの

ような成果や課題が抽出されたのかを明らかにす

る． 

 

２． 研究手法 

2.1. 対象とした教育実践 

今回，データ解析の対象とした教育実践は，2012 

年から 2021 年の「人間生活文化研究」に掲載さ

れた学校の教員が取り組んだ 270 の教育実践で

ある． 
 

2.2. データの解析 

（1）270 の実践事例を，実施年度，実施された

学校名，実施担当教員，実施された学校種，対象

の児童生徒の学部や学年，対象の児童生徒の障害

種や困り感，対象の児童生徒の日頃の様子，対象

の児童生徒の発語の有無，教員が手作りした教材，

手作り教材を用いた活動場面，教育実践の内容と

様子，得られた成果と課題の 12 項目に分類した．

これらの分類した項目の文字数は，「教育実践の内

容と様子」が 64,847 文字，「得られた成果と課題」

が 47,172 文字，「対象の児童生徒の様子」が 

34,256 文字などとなっていた． 
 

（2）分類した項目について，テキストマイニン

グ[16-19]の手法を用いて単語の出現頻度を求め，出

現頻度に応じたフォントサイズで表示されるワー

ドクラウドを作成した．また，一部のデータにつ

いては，出現する単語の出現パターンの似たもの

を線で結んだ共起キーワード表示，テキスト中の

「名詞」に係る「名詞」や「動詞」などの係り受

け解析[16]を行なった． 
 

（3）上記のテキストマイニングの解析結果を基

に，どのような障害や困り感を有する児童生徒に，

どのような手作り教材を制作し，どのような場面

で，どのような取り組みが行われ，どのような成

果や課題が抽出されたのかを明らかにする． 
 

３． 手作り教材の作成と教育実践 

 3.1. 教育実践の実施年度 

図 1 に，それぞれの教育実践の行われた学校年

度を，フォントサイズの大きさで表したワードク

ラウドで示す．（ここでいう年度は，学校年度を指

し，「人間生活文化研究」への掲載年とは異なって

いる．） 

2016 年度に行われた実践が 63 と最も多く，

2017 年度が 53，2018 年度が 52，2014 年度が 28，

2019 年度が 24，2020 年度が 20，2015 年度が 17 

などとなっている． 

2016 年度から 2018 年度に報告された実践数

が多い原因は，2015 年度の障害児基礎教育研究会

における講演や国立特別支援教育総合研究所主催

の特別支援教育教材・支援機器等展示会における

展示，2016 年度の都立府中けやきの森学園や筑波

大学附属大塚特別支援学校の公開研究大会におけ
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る講演や展示紹介などで，手作り教材を作成し教

育実践を行う取り組みが大きく広がったことにあ

る． 
 

図 1．学校年度毎の実践数 

 

 3.2. 実施された都道府県 

図 2 に，都道府県毎の実践数をワードクラウド

で示す．音声ペンなどを貸与した教員は，北は北

海道から南は沖縄県に及んでいるが，実践の報告

書を送ってくれた教員の都道府県は，青森県から

鹿児島県までの 24 都道府県となっている．  

東京都の学校による実践が 71，千葉県の学校に

よる実践が 59．栃木県の学校による実践が 54，

大阪府の学校による実践が 10，兵庫県の学校によ

る実践が 9，そして，福岡県，埼玉県，青森県の

学校による実践が 7，長野県，大分県の学校によ

る実践が 6，山口県の学校による実践が 5 などと

なっている．ブラジルのサンパウロ日本人学校と

ドイツのドルトムント工科大学の教員から実践報

告が送られてきた．（報告書の送付を，音声ペンな

どの貸与の条件とはしていない．） 

 

図 2．都道府県毎の実践数 

 

学校毎の実践数は，栃木県立富屋特別支援学校

が 41，続いて筑波大学附属大塚特別支援学校が 

26，千葉県立我孫子特別支援学校，千葉県立八千

代特別支援学校が 25，都立府中けやきの森学園が 

12，宇都宮大学共同教育学部附属特別支援学校が 

9，青森県立森田養護学校と埼玉県立入間わかくさ

高等特別支援学校が 6 などとなっている．全国の 

78 校の教員から報告書が送られた． 
 

 3.3. 実践を行なった学校種 

図 3 に，実践を行なった学校種毎の実践数をワ

ードクラウドで示す． 

 

 

図 3．学校種毎の実践数 

 

実践事例 270 例のうち，特別支援学校における

実践が 193，支援学校における実践が 11，養護学

校における実践が 12，盲学校における実践が 5，

視覚支援学校と視覚特別支援学校における実践が

合わせて 4，教育センター主催の実践が 3 となっ

ている．これらの他に，小学校の特別支援学級に

おける弱視の児童や学習障害の児童生徒のための

実践が 5 となっている．また，ゼミ生がボランテ

ィアとして参加した地域の小学校の教員とともに

教材を作成し教育実践に取り組んだ事例が 25 と

なっている．大学の教職課程の講義の演習として

取り上げた事例が 6 となっている． 
 

 3.4. 実施された学部・学年 

図 4 に，実践が取り組まれた学部毎の実践数を

ワードクラウドで示す． 

特別支援学校や支援学校，養護学校，盲学校，

視覚支援学校などの小学部で行われた実践が 109，

中学部で行われた実践が 69，高等部で行われた実

践が 54 となっている．また，小学部の訪問学級

の取り組みが 1，学部を超えて取り組まれた実践

が 5 となっている． 

これら特別支援学校における取り組みの他に，

小学校の特別支援学級で行われた実践が 10，小学

校の通級学級における実践が 1，大学の教職課程
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の演習として行われた事例が 6 であった．また，

保育園や児童発達支援施設，NPO などにおける実

践もそれぞれ 1 例ずつ報告されている．この他に，

ゼミ生が通常学校の教員と一緒に取り組んだ実践

が 22 例存在した． 

図 4．学部毎の実践数 

 

 

図 4 の学部毎のデータに，学年を重ねたワード

クラウドを図 5 に示す． 

実践が行われた学年で見ると，小学部の低学年

が 38 例，中学年が 26 例，高学年が 28 例，小

学部全体の取り組みが 14 例となっていた．また，

中学部では，１年が 13 例，２年が 13 例，３年

が 21 例，中学部全体の取り組みが 18 例であっ

た．高等部では，１年が 15 例，２年が 9 例，３

年が 10 例，高等部全体の取り組みが 16 例であ

った．また，学校全体のイベントなどの取り組み

が 3 例であった．これら特別支援学校の取り組み

が全体の 83 % を占めていた． 

 

 

図 5．学部と学年毎の実践数 

 

 3.5. 児童生徒の障害種と発語の有無 

児童生徒が有する障害やその程度は，一人ひと

り大きく異なっていたが，障害種を大別し，ワー

ドクラウドとして図 6 に示す． 

「知的障害」を有する，また，知的障害部門に

属する児童生徒が圧倒的に多いが，その多くは自

閉症やダウン症をはじめとするさまざまな障害と

重複していた．肢体不自由の児童生徒，視覚障害

の児童生徒の多くも知的障害をはじめとするさま

ざまな障害と重複していた．自宅では話せるのに，

学校やクラス，緊張する場面では場面緘黙となっ

てしまう児童生徒の実践が 3 例報告されていた．

また，車椅子で生活する重度の障害を有する児童

生徒やほとんど寝たきりの重度の障害を有する児

童生徒の実践，訪問学級の実践も含まれていた． 

通常学校の特別支援学級の実践では，児童生徒

の多くは文字や文章の読み書きに困難を抱えてい

た． 

実践の中には，クラスや学年，学校全体での取

り組みも多く，一人ひとりの児童生徒の発語の有

無についての記述が存在しないものも多かったが，

実践に参加した児童生徒の半数以上に発語がなく，

発語があるとされる児童生徒の多くも 2 – 3 語文

程度であった．また，前述したように，自宅では

自由に話すことができるが学校やクラスでは場面

緘黙となってしまう児童生徒もいた． 

 
図 6．児童生徒の有する障害種 

 

 3.6. 児童生徒の日頃の様子や困り感 

図 7 に，児童生徒の日頃の様子をまとめた文書

中に出現する単語の Term Frequency-Inverse 

Document Frequency (TF-IDF) 法[19]で求めた「その

単語がいかに重要なのかを示す統計量」であるス

コア値を基にしたワードクラウドを示す．（図中の

青色の単語は名詞，赤色の単語は動詞，みどり色

の単語は形容詞である．） 

児童生徒の多くは，前述したように，発語がな

く，朝の会や帰りの会の司会進行を一人で行うこ

とができず，教員の支援を必要としていた．また，
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自分の願いや意思を教員やクラスメイトに伝える

ことができず，フラストレーションが溜まり，乱

暴をはたらくこともあった． 

2-3 語文の発語のある児童生徒の多くも，自分

の名前や文字を塊として覚えていることが多く，

ひらがな一文字ずつを読むことができず，単語を

組み立てることが難しかった． 

 

 
図 7．児童生徒の日頃の様子や困り感 

 

 3.7. 取り組まれた実践 

表 1 に示すように，学校の教員たちが取り組ん

だ活動を，(1)司会や号令がけ，(2)学習，(3)教科外

活動，(4)自立活動，(5)生活単元学習，(6)余暇，(7)

その他，(8)作業学習，(9)読書活動, (10)教職課程に

分類した． 

 
表 1．活動内容の大分類（実践数） 

 

 

「朝の会」や「帰りの会」，授業の号令がけなど

の活動を (1) に，イラストと文字，その音声との

マッチングの学習や教科の活動，ワークブックや

テストの音読の活動を (2) に，外国語活動や総合

的な学習の時間の活動，学級活動や児童会・生徒

会の活動，運動会や文化祭などの活動を (3) に，

休み時間などに絵本の音読や好きな歌を聴く，好

きな動画を鑑賞するなどの活動を (6) に，自分の

思いや意思を表出する取り組み，放課後デイサー

ビスの案内，家庭学習の取り組みなどを (7) に，

通常学校における読書の時間の活動などを (9) に，

大学の教職課程おける履修学生の教材作りの活動

を (10) に分類した． 

具体的な実践数は，表 1 に示すように，司会や

号令がけ，学習，教科外活動の３つで，活動全体

の大部分を占めていた． 

図 8 に，具体的な活動の場面を，テキストマイ

ニングの手法を用いて解析し，単語の出現頻度を

ワードクラウドで示す． 

朝の会や帰りの会の司会進行，授業やイベント

などにおける号令がけや発表，修学旅行の事前学

習，文化祭などにおける係活動，ひらがなの学習，

イラストと文字や音声のマッチングや語彙の獲得，

絵本の音読活動などが多くの学校で取り組まれた．

それぞれの活動場面では，児童生徒一人ひとりが

活躍でき，学べるようにと，創意工夫を凝らした

取り組みが行われた． 
 

 

図 8．具体的な活動場面 

 

 3.8. 手作り教材と実践の内容 

学校の教員の多くは，手作りしたドキュメント

やカードに，「あらかじめドットコードを添付し

てあるシール」を貼り，音声ペン内蔵のマイクロ

フォンを使って音声を録音し，シールにタッチし

て手作りの教材を作っていた．ノイズを取り除き

音量を調節した音声を用いて絵本の音読用の教材

や，一つのシールに複数の音声をリンクした教材

を，専用のソフトウエアを用いた作った教員もい

た．また，研究プロジェクトの拠点校においては，

教員が作成した手作りのドキュメントに GM 
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Authoring Tool というソフトウエアを用いてドッ

トコードを被せ，貸与した高解像度のプリターで

印刷して手作りの教材を作成した教員もいた． 

図 9 に，教員が手作りした教材一覧のテキスト

マイニングを行なったワードクラウドを示す． 
 

 

図 9．作成された手作り教材 

 

図からも，どのような活動のために，どのよう

な教材が作られたかをイメージできるが，実際に

作成された教材の一部を列挙すると，次のように

なる． 

(1) 朝の会，帰りの会の司会進行用シート（ボー

ド）：手順表，呼名表，健康調べ，スケージ

ュールの発表・確認，給食の献立発表，１日

の振り返りの発表などからなる 

(2) 授業やイベントなどで活用する号令がけや

発表用のシート 

(3) イラストと文字と音声のマッチングシート 

(4) 気持ちや意思を表出するためのシート 

(5) 余暇を過ごす音声付き絵本や歌付きカード 

(6) 修学旅行などの音声付き栞や旅行中に使え

る音声録音シート 

(7) 課外活動の事前学習・事後学習用の音声付き

シートや音声録音シート 

(8) 点字と音声を組み合わせた数学などの学習

用教材 

(9) 委員会活動などで作成した音声付き壁新聞 

(10) 文化祭などで販売係などを行うためのシー

ト 

(11) 弱視の児童生徒向けの音声付き教科書や副

読本 

(12) 読みの困難な児童生徒向けの音声付きのワ

ークシートやテスト 

(13) 体育の模範演技や調理実習，楽器の演奏，手

話や一年間の振り帰りの活動などで活用す

る動画をリンクした教材シート 

(14) 交流学習や居住地交流で使用するあいさつ

や自己紹介，共同学習用の教材 

(15) テキストをハイライトし，同期をとって読み

上げを行う EPUB3 対応の電子書籍 

図 10 に，教員が手作りした教材一覧に出現す

る単語の出現パターンの似たものを線で結んだ共

起キーワードを示す．単語の出現数が多い語ほど

大きく，共起の程度が強いほど太い線で結んであ

る．（１枚の図に収まるように，「カード – 司会進

行 – 朝の会 – 帰りの会」の共起関係は実際の大

きさより小さく描かれている．） 

多くの学校で，朝の会や帰りの会の司会進行を

行う教材，文字とイラストと音声のマッチングを

行う学習教材が作成されたことが分かる．また，

多くの学校で，「多摩動物公園を学ぼう」が事前学

習の教材として利用されたことを示している．  

「作成された手作り教材一覧」の中に出てくる

名詞の出現回数は，「カード」が 161，「司会進行」

が 93，「朝の会」が 88，「教材」が 85，「シート」

が 48，「帰りの会」が 44，「発表」が 30，「音読」

と「音声」が 28 などとなっており，共起キーワ

ードの図に対応している．また，動詞の出現頻度

は，「学ぶ」が 22，「用いる」が 12，「振り返る」

が 10，「めくる」が 9，「頑張る」が 6，「読み上

げる」と「伝える」が 5 であった．これらの動詞

の単語の出現数は，児童生徒の活動の「動き」を

示している． 

 

 

図 10．作成された教材の共起キーワード（部分） 
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 3.9. 教育実践の内容と得られた成果と課題 

全国の特別支援学校の教員を中心に取り組まれ

た 270 にのぼる「教育実践の内容と様子」と「得

られた成果と課題」に記述されていた 112,019 文

字のテキストマイニングを行い，スコア値で表し

たワードクラウドを図 11 に示す． 
 

 
図 11．実践の内容と成果と課題 

 

図 12 に，「教育実践の内容と様子」と「得られ

た成果と課題」のテキスト中に出現する単語の出

現パターンの似たものを線で結んだ共起キーワー

ドを示す． 

 

 
図 12．「教育実践の内容と様子」と「得られた成

果と課題」の共起キーワード（部分） 

 

図 11 や 12 から，学校の教員が音声ペン用い

てさまざまな取り組みを行なったことが見てとれ

る． 

「教育実践の内容と様子」と「得られた成果と

課題」のテキストの「名詞」に係る「形容詞」「動

詞」「名詞」の係り受け解析を行なった．この係り

受け解析では，それぞれの名詞の出現回数やその

係り受け関係が全組み合わせに占める割合などか

ら総合的に判断されたスコア値が，係り受け関係

の重要性を判断するのに用いられている．「名詞」

と「動詞」の係り受け解析では，「音声ペン – 使

う」が 31.3，「音声 – 流れる」が 18.0，「様子 – 見

る」が 17.5，「シール – 貼る」が 15.8,「音声 – 聞

く」が 12.0 などの大きな値となっている．一方，

「名詞」と「名詞」の係り受け解析では，「音声ペ

ン – 使用」が 36.9，「シール – タッチ」が 20.8，

「音声 – 再生」が 14.2，「音声ペン – 活用」が 

11.9，「音声ペン – タッチ」が 9.7 などの大きな

値となっている．図 11 や図 12 のワードクラウ

ドや共起キーワードに加えて，これら係り受け解

析のスコア値からも，全国の特別支援学校の教員

が取り組んだ活動内容とその特徴が見えてくる． 

教育実践に取り組んだ学校の教員からは，次の

ような成果が挙げられている． 

(1) 音声ペンと司会進行用のグッズを提示し，

「朝の会するよ」と声掛けをすると，自分の

席から立って前の机に歩いて移動してくる

ことで，活動への意欲と見通しをもつことが

できている．自分の行動によって相手が反応

を返してくれるという因果関係の理解やコ

ミュニケーションスキルの向上が図られて

いる．（体幹機能障害，知的障害の生徒） 

(2) 音声ペンを使うことで，表出のハードルが随

分と下がり，本人の中でも安心して自信を持

って進めることができた．慣れない環境であ

っても，本当はできる・分かっているのに自

信がない，もしくは発声をすることが難しい

場合に，音声ペンを活用することで，「自分

でもできた！」や「一人で司会ができた！」

という自信につながった．（体幹機能障害，

知的障害の生徒） 

(3) 使用する回数が増えて経験を積んでくると，

「きりつ，きをつけ」の音声の後に友達が起



 
人間生活文化研究 Int J Hum Cult Stud. No. 32 2022 

［査読無し］ 

音声を用いた手作り教材と教育実践 406 

 

立しているかどうか確認するように視線を

友達の方に向け，みんなが起立したことがわ

かってから次のカードをタッチすることが

できるようになってきている．今までの教員

に腕をもたれて一緒に行っていたサインで

の号令ではなく，自分がタッチして流れた音

声の号令で友達が動いてくれるという達成

感を感じられている．（スティックラー症候

群・ピエールロバン症候群の児童） 

(4) 文字につけた音声を聞いてマッチングする

ということができるようになってきた．絵と

文字が合っていないときにも，音声を聞いて

並び替えることができるようになった．もの

の名称は分かっていることが多く，内言語が

豊富であること，音声の手がかりは児童にと

って有効であることが分かった．（コフィン

ローリー症候群の児童） 

(5) 絵本に音声シールを貼り付けたことで，児童

の好きなときに絵本を読むことができるよ

うになった．また，それまで絵本に興味がな

かった児童も，音声ペンを使用することを楽

しみ，本に触れる機会をもつことができた．

（知的障害，自閉症，ダウン症の各児童） 

(6) 「はらぺこあおむし」の絵本の「どようび」

の見開きの 2 ページを用いて，毎日 1 時間

設定されている「国語・算数」の時間の「音

読」という項目で 10 分程度の時間を当てて

音読活動の指導をしながら，音読に要する時

間や誤読率の変化を観測した．一文字ずつ拾

い読みをしていた最初の頃と比較すると，約

1 ヶ月で半分以下の時間で読めるようにな

り，それ以降，急激に音読に要する時間に改

善がみられた．（ダウン症の児童） 

(7) 学校の帰校後に利用する放課後デイサービ

ス施設を巡って，自分の思いをぶつけること

が多かった．行きたい施設，行きたくない施

設があり，行きたくないとなると泣き出して

座り込んで抱えられて車に乗るということ

が出てきた．利用する施設名を保護者に音声

ペンに録音してもらい，いつでも確認できる

ようにした．保護者の声を学校でも聞き，生

徒なりに保護者も教員も同じことを言って

いると納得できることが多くなってきた．ま

た，感情が乱れそうになっても，保護者から

の声を聞くことで，気持ちを立て直すことも

多くなり，最近では納得ができないときは自

ら音声ペンを使って確認する姿も見られる

ようになってきた．（知的障害の生徒） 

(8) 家で，一人で復習することができるようにな

り，復習の機会が増えた．その結果，学習内

容が定着するようになり，覚えられる数字の

個数も着実に増えていった．そして，数字だ

けでなく，文章題も読めるようになり，行の

読み飛ばしもなくなり，2 学期の終わりには

他の生徒と同じ点字プリントを読むことが

できるようになった．（視覚障害（全盲）と

重複障害の生徒） 

(9) 点字，墨字ができる児童も意欲的に一緒に行

え，楽しんでいる．誰でも同じように確認，

振り返ることができるのがよい．読み書きの

実態が違う児童でも，同じ活動（調べたこと

をまとめる）ができた．教員を頼ってしまう

のではなく，自分が音声ペンでできたことは

よかった．（視覚障害の児童） 

(10) 単元の振り返りのワークシートの問題文に

「読み上げ」機能をつけたワークシートを課

すことで，これまで「問題児」として放って

置かれたいつも 0 点を取る児童が，音声ペ

ンによる問題文の読み上げ機能のついたワ

ークシートで 70 点をとり，教員集団がこれ

までの自分たちの対応を見直すきっかけと

なった．まさに，一人ひとりの困り感の実態

を把握することの大切さとともに，一人ひと

りの児童生徒の困り感に対応した教材の開

発と教育実践が必須であることを感じた．

（読みの困難な児童） 

(11) これまで１人ではできなかったことが，音声

ペンを利用することで，１人でできる活動が

増えた．また，環境支援を整えることで，教

員が行う支援が減った．（知的障害と自閉症

の児童） 

(12) 自分の気持ちを伝えることに頑なな態度も

見られたが，分かりやすい言葉でどうしたい

のかを繰り返し聞くことと，自らの口で発言

しなくても良いことで，気持ちが楽になった

部分があったようで，少しずつ状況を受け入

れ，頑なな状況に陥った時に，次の行動に移

れるか否かを，音声ペンを通して「はい」「い

いえ」で答えることができるようになってき

た．また，どうしてそういうことをしたのか，
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どうしたらよいかについても，「いらいらし

た」「嫌だった」「あやまる」などの言葉を選

択することを受け入れるようになってきた．

（ダウン症の生徒） 

(13) 「立ち上がって走り回る」ことや「教員の髪

を引っ張る」ことは徐々に減り，寝転ぶこと

はあってもその場にいて過ごすことが多く

なった．また，他の児童の活動を見て，同じ

行動ができるようになり，掴む，握る活動が

上手になった．（知的障害の児童） 

また，特別支援学校の教員が，作成する教材や

指導を工夫することで，音声ペンを用いて，次の

ような発語を促す活動につながるケースも生まれ

た． 

(1) 二学期は，音声ペンの使い方にも慣れ，音声

再生が終わると自分で次のシールをタッチ

することができるようになった．また，呼名

のときに友達の顔カードを自分の好きな順

番でタッチしたり，自分で進行カードをめく

ったりして，教員の言葉かけを受けずに，見

通しをもって進行することができた．「お願

いします」「元気ですか」など，一部の言葉

を発することもできた．（知的障害とダウン

症の児童） 

(2) 音声ペンを使うことで，表出のハードルが随

分と下がり，本人の中でも安心して自信を持

って進めることができた．音声が流れた後に，

「トイレに行く」等と音声と同じ内容を復唱

するようになった．（福山型先天性筋ジスト

ロフィー，知的障害の生徒） 

(3) 要求に関しても，やって欲しいカードをタッ

チして相手を見るようになってきている．今

まではカードを指さして，こちらが気付かな

いと「あっ，あ．」と訴えていたが，音声ペ

ンを使用することで，より確実に伝わること

が分かってきているようである．トイレに関

してはペンがないところでも要求が出せる

ようにと，ペンと併用して口型模倣を行って

きたところ，「ト，・，・．」と真似るようにな

ってきた．要求に対して，言葉を返して行く

ことで，伝わっているという満足感がでてき

たようである．（知的障害の児童） 

(4) 実践を開始する当初は，46 枚のうち 5 枚だ

け口頭で発音することができた．冬季休業を

挟んで，家庭で音声ペンを用いた英語カード

の学習を促した．冬季休業の終了後に，46 枚

のカードを順番に提示し，センテンスを口頭

で確認した結果，33 枚を正確に読むことが

できた．さらに２週間後，同じカードの提示

を行ったところ，43 枚を正確に読むことが

できた．（ダウン症の生徒） 

(5) 音声ペンの操作をすぐに覚えて自分で操作

できるようになった．また，日直に対して意

欲的になり，自分から進行カードや音声ペン

を準備するようになった．再生された言葉を

聞いて，音声模倣をするようになった．発音

が明瞭になり，声も大きくなった．（知的障

害の児童） 

(6) 流れてくる音声を何度も聞いたり，音声に続

いて発声したりすることで，カードに書かれ

た言葉の読み方や意味を覚えてきた．また，

当番の進行カードや日課カードをタッチし

たときに聞こえる言葉を真似することが増

え，次第に「きがえ」などのはっきりした発

声が聞かれるようになった．また，はっきり

した発声ではないが，自分から言葉を発し当

番を行おうという姿が見られるようになっ

た．（ダウン症の児童） 

(7) 音声ペンを使用することで，発語することが

増えてきた．シールを貼っておくと，自分か

ら音声ペンを出し，音を確認することもあっ

た．写真カードや具体物から音が出ることで，

分かりやすくものの名前を知ることができ

ていたように感じた．また，教室移動をする

際に，写真カードと教室名で伝えられるよう

になり，スムーズに移動ができるようになっ

てきている．（知的障害の生徒） 

このような，教員による創意工夫あふれる教材

の作成，根気強い・粘り強い取り組みで，児童生

徒の困り感の軽減が図られた事例が生み出された

一方で，次のような課題も指摘されていた． 

(1) 使用時に音声ペンを粗雑に扱ってしまった

り，遊びに発展して破損してしまう可能性が

あったため，場面を限定しての使用にとどま

った．（自閉症の生徒） 

(2) 一文字ずつの読みが分かってきたが，２文字

以上の単語だと，左から右へ，あるいは上か

ら下へ文字を並べる際に，その配置が分から

なくなってしまう．また，間違えるとその後

の課題にも影響が出てしまうので，よりスモ
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ールステップで，一人でも正しく答えられる

課題を準備する必要がある.（知的障害の児

童） 

(3) シールにタッチする角度が難しく音声を再

生できないこともあった．シール部分に立体

的な枠などを付けて，角度を調整し，一人で

できるような工夫が必要だった.（ダウン症

の児童） 

(4) 未だ，文字と音声を結びつけるまでには至ら

ず，その理解をどのように促していくかが，

今後の課題である．児童の認知力にも関わる

ため，すぐに獲得できるものではないが，引

き続き教材を工夫することで，文字を認知で

きるように取り組んでいきたい．（知的障害

の児童） 

(5) 年度を跨ぐ際，担任の指導観により，継続指

導が出来ないこともあった.（高等部の全学

年の生徒） 

(6) 卒業後に，学校での取り組みと同様の活動を，

どうやったら家庭や作業所で継続してもら

えるかが課題である．学校，家庭，施設（作

業所）の連携が必要であるが，今回の実践で

は，そこまで踏み込んで取り組むことができ

なかった．卒業後の生活で，音声ペンをどの

ように活用していけるか心配している．（自

閉症の生徒） 

(7) 将来社会に出て行くことを考えると，今後は，

困っているときに助けを求めたり，自分のや

りたいことや思いを正確に伝えることがで

きるように，コミュニケーションの質を上げ

ていくことが必要である．（ダウン症の生徒） 

 

４． 音声を用いた取り組みの今後のあり方 

著者が筑波大学附属学校教育局に勤務していた

ときに始めた「音声を用いた手作り教材の制作と

教育実践の活動」は，当初のオリンパスのスキャ

ントークとスキャントークリーダーを用いた取り

組みから，グリッドマークの GridOnput と音声ペ

ン（G-Talk や G-Speak）を用いた取り組みへと発

展し，今や，全国の特別支援学校の 200 名を超え

る教員が取り組むプロジェクトとなっている． 

発語のない児童生徒の朝の会や帰りの会におけ

る司会進行，授業やさまざまな学校行事などにお

ける号令がけや発表などで威力を発揮し，みんな

と同じ活動ができ，達成感，自立感を味わうこと

ができ，クラスに居場所を獲得することができて

いる． 

イラストと文字と音声のマッチングの学習にも

威力を発揮し，語彙を獲得し，発語を促す活動へ

と発展した．文章を読むことが苦手な児童生徒の

単元の振り返りのテストなどで，音声ペンで問題

文を読み上げることで正答できる事例も生まれ，

児童生徒が有する困り感の原因の解明にもつがっ

たケースも生まれた． 

場面緘黙の児童生徒は，自宅で音声を入力して

くることで，クラスで音声ペンを用いて自分の声

で司会進行を行なったり，自分の意思を伝えるな

どの活動ができた．校外活動などにおいても，録

音を開始するシールと音声をリンクするシールを

貼り付けたシートを持っていくことで，施設の見

学や修学旅行などで臨場感あふれる音声や音を学

校に持ち帰ることができた． 

視覚障害の児童生徒においても，点字と組み合

わせるなどして学習の場面で優れた活用事例が生

み出された． 

本研究プロジェクトで用いている音声ペンは， 
Augmentative and Alternative Communication 

(AAC)[20-22]の中の Voice Output Communication 

Aids (VOCA) と呼ばれる支援機器の一種である．

発語のない，発語の苦手な児童生徒の支援に，こ

うした VOCA を用いることには，保護者や教員

から「児童生徒の発語の意欲を削いでしまうので

は」という心配の声が上がることも多い．しかし

ながら，3.9 で示したような「発語が促進された

事例」に加えて，これまでも多くの研究者によっ

て，発語を妨げるというより，促進するケースも

多いことが報告されている[23-28]．最近も，Wu と 

Xie によって，人工内耳を装着する就学前の児童

に音声ペンを用いることで，語彙を獲得でき，コ

ミュニケーション能力が向上し，発語が促される

ことが報告された[29]． 

本研究プロジェクトで用いた音声ペンは，音声

ペンに内蔵されているマイクロフォンを用いて簡

単に教材が作れるという利点に加えて，ソフトウ

エアを用いることで少し手の込んだ教材を作るこ

とが可能となっている．このソフトウエアもプロ

ジェクト開始当初のアセンブリのプログラムから，

誰でもが簡単に操作できるソフトウエアへと開発

が進んでいる．今では，一つのシールに最大で 10 

個の音声をリンクできるだけでなく，合計で 
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10,000 個の音声をリンクした教材を作ることが

できるようになっている．また，これまでは，

Windows OS 用のソフトウエアが中心であったが，

著者による UNIX 用のソフトウエアの開発によ

って，macOS の PC でも手の込んだ教材が作れる

ようになっている． 

一方で，本プロジェクトで使用している音声ペ

ンには，次のような課題も存在する．音声ペンの

前面には，電源ボタン，音量の増減ボタン，リプ

レイボタンが配置されている．このリプレイボタ

ンを長押しすると，内蔵マイクロフォンを用いた

音声の録音が開始される設定となっている．この

リプレイボタンの長押しに続いて，児童生徒がド

ットコードシールにタッチしてしまうと録音した

「音声や音（雑音）」がシールにリンクされ，今ま

での音声を上書きして壊してしまう．これらのボ

タンを児童生徒が不用意に押してしまうことを避

けるため，多くの学校では布などで覆い，触れな

いような工夫を行なっている．（著者が学校の教員

に配布している音声ペンでは，ファームウエアの

書き換えを行い，この機能が働かないようにして

いる．） 

こうしたトラブルを避けるため，音声ペンの前

面のボタンを別の箇所に移動するように，グリッ

ドマークにお願いしているが，基盤そのものの改

良が必要とのことでいまだ実現していない．より

多くの児童生徒が音声ペンを使えるように，こう

した点の改良も避けては通れないものと考える． 

さらに，重度の障害を有する児童生徒の利用を

促進するには，音声ペンの赤外線カメラのドット

コードの読み取り感度を向上させるとともに，ド

ットコードシールに音声ペンをうまく当てること

ができるようなアタッチメント（付属品）を用意

することが必須と考える． 

最近，著者らは，特別支援学校を中心とする学

校の教員によって取り組まれた代表的な実践事例 

40 を，取り組んだ学部や実践内容に即して分類し

た本を上梓し [30]，全国の教員や研究者と共有を始

めている． 
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Abstract 

The research project using the multimedia-enabled dot-code technology, organized by the present author is 

now widely spread all over the world. Every year, he has collected the school activities performed by the 

schoolteachers and published a paper in the present journal; a total of 270 case studies (n=270) were found 

there. All the data in 270 case studies were classified into twelve categories including conducted year, school 

name, teacher name, kinds of schools, graders of the target students, type of disabilities, daily situation of the 

target student, presence or absence of speech, self-made content created, activity scene, concept and 

appearance, and achievements and challenges. The contexts in each classified data were analyzed in 

text-mining method to create word clouds. Word clouds provide a visualization of the unstructured text by 

representing word frequency; the more frequently words appear within the text, the larger and bolder they 

appear in the visualizations. The present analyses clearly indicate that the disabled students could nicely 

preside at the morning and farewell meetings in the school, acquire senses of fulfillment and independence, 

and find out their whereabouts in the class. The voice out communication aid like a speaking-pen helped the 

students try to speak the words and phrases. 
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